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鳥取市議会本庁舎跡地等活用に関する調査特別委員会

（第36回）会議録 

会 議 年 月 日 令和４年６月３日（金曜日）

開 会 午後１時 57 分 閉 会 午後２時 11 分

場 所 市役所７階 第１委員会室

出 席 委 員 委 員 長 岡 田 信 俊 

副 委 員 長 勝 田鮮二

委  員 加 嶋 辰 史 朝 野 和 隆 吉 野 恭 介 岩永 安子

 米村 京子 平野真理子 上 杉 栄 一 

欠 席 委 員 なし

委 員 外 議 員 なし

事 務 局 職 員 事 務 局 次 長 植田 光一  議 事 係 主 事 田中 真一

出 席 説 明 員 なし

傍 聴 者 １人

会議に付した事件 別添資料のとおり

午後１時57分 開会 

◆岡田信俊 委員長 おそろいのようですので、ただいまから本庁舎跡地等活用に関する調査特別

委員会を開会します。 

最終報告について 

◆岡田信俊 委員長 本日は、６月定例会での本特別委員会最終報告に向けて、初めに、これまで

の主な議論の確認を行い、その後、最終報告に盛り込む内容について協議したいと考えていま

すので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、これまでの主な議論について、事務局から説明をお願いします。 

 植田次長、お願いします。 

○植田光一 議会事務局次長 失礼いたします。そうしますと、主に、令和元年７月に中間報告を

出させていただいておりまして、それ以降、計28回議論をさせていただいておりますので、中

間報告以降の議論を中心にということで、御説明のほうをさせていただきます。委員の皆さん

については、これまで議論をされているので振り返りということになろうかと思いますが。 

 ちょっと順番に申し上げますと、平成30年の９月25日に、今回の委員会の前の段階というこ

とで調査特別委員会の最終報告、前の期の報告のほうをさせていただいております。要旨とし

ましては、将来的なまちづくりビジョンを明確にすること。それから、第二庁舎は解体撤去、

現本庁舎はさらなる検討が必要であること。３番目に、市民会館及び関連施設の在り方を併せ

て検討する必要があるということ。４番目に、執行部において、本庁舎の跡地活用策を早期に

まとめること。そして、検討事項が多く残されており、今後も調査研究を続ける必要があるの



本庁舎跡地等活用に関する調査特別委員会（第 36回）会議録（令和４年６月３日）

2 

で、改選後の議会で引き続き検討をされることというのが、30年９月段階での最終報告という

ことでございました。 

 それを受けまして今の委員会ということが始まりまして、その中で、令和元年の７月に中間

報告ということで、一旦のまとめをされております。１つ目に、現本庁舎の取扱いについて、

これは採決の結果ということになるんですが、賛成多数で解体撤去を決定したということ。そ

れから、庁舎移転後の本庁舎は速やかに解体撤去するとともに、市民の意見を十分聞き、議論

を重ね、市民生活の向上に寄与する本庁舎跡地等の活用策を早期にまとめられることを要望す

るというような２つでございます。 

 中間報告が令和元年の７月で、以降、委員会のほうの開催をしていただいておるところでご

ざいます。その間の御意見としましては、主なものとしましては、鳥取市としての方針を早期

に決定してほしい。それから、予算化を含む具体的なスケジュールを示すべきであるというこ

と。それから、スピード感を持って進める旨、市民へのＰＲをすべき。それから、方向性のお

話ですとか、解体撤去、活用策の検討を並行して進めるべき、さらに、そのためのプロジェク

トチームの設置、そして、意見聴取、議論などをプランを示した上ですべき、それから市民会

館の方向性、文化財調査、文化施設の在り方などについての御意見などが上がっておるところ

でございます。 

 その間に、委員会とは別に予算審査、決算審査分科会のほうでも何回か報告のほうをされて

おりまして、その都度報告ということで、スケジュール感であったりとか、それから、意見聴

取の在り方であったりとかということで、それぞれ委員会のほうで意見のほうをまとめて出し

ていただいているところでございます。 

 ちょっと１個１個につきましては、分量がございますので読み上げとかはいたしませんけれ

ども、ちょっとざっくりの振り返りということですが、御紹介させていただきました。 

◆岡田信俊 委員長 説明をいただきました。 

 この後、最終報告に盛り込む内容については御意見を伺いますが、まずは、今の植田次長の

説明についての御質問等ございますでしょうか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆岡田信俊 委員長 なしという意見がありました。よろしいですか。 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

◆岡田信俊 委員長 それでは、なしということで、次に進ませていただきます。 

 それでは、先ほど申し上げました、最終報告に盛り込む内容について御意見をいただきたい

と思います。挙手の上、お願いいたします。 

 加嶋委員。 

◆加嶋辰史 委員 加嶋です。この意見というのは、もう今日述べてしまわないといけないでしょ

うか。 

◆岡田信俊 委員長 今日で必ずまとめるというつもりではございません。意見の出方にもよりま

しょうし、皆さんの御意向もございましょうけども、今日できるだけ出していただいて、必要

に応じて、また次もという考えではおります。 
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 加嶋委員。 

◆加嶋辰史 委員 すみません、ちょっと会派でまとめないといけないとこがありますので、ちょ

っと次回というか、今日は発言を控えさせていただきます。以上です。 

◆岡田信俊 委員長 そのほかございますでしょうか。 

 上杉委員。 

◆上杉栄一 委員 中間報告以降の議論というのが何点か、ここにさっき、あるんだけども、議会

のこの委員会では、まずこの結成時には、具体的な提言であったり提案であったりということ

はしないということで進めてきた中で、これはいつの会だったか、ちょっと私はあれですけど

も、ここの中に入ってないもんだからちょっと確認してほしいんだけども。この委員会で、い

わゆる有識者会議、外部の委員を、結成していただきたいと。それは、いわゆる有識者、市内

におられるような方ではなくして、市外におる利害関係のない大学の先生であるとか、そうい

った人を集めていただいて、有識者会議をつくっていただきたいという提案をしたというふう

に思っているんだけども、これには載ってないんだわ。これは大変重要なことでしてね、だか

らこそ、このたびのこの経過の中で、市民アンケートであったり、いろんな、それこそ市民の

意見も伺ったんだけども、最終的には、これはいわゆる外部の有識者の意見を聞く、だから、

非常にこのたびの最終の報告の中での、今跡地の活用についての、いわゆる防災広場として活

用した、ああいったっていうのは、結構有識者の委員会の中の意見というのがかなり酌んであ

ると思うんです。だから、私はやはりそういったことを、委員会で提案したというのは大変大

きいと思ってるんですわ。それが載ってないんで、ちょっと非常に何か、どうだったかなと思

って、それをちょっと確認してほしい。 

◆岡田信俊 委員長 待ってよろしいですか。ほかの御意見を伺ってもよろしいですか。 

○植田光一 議会事務局次長 はい。 

◆岡田信俊 委員長 分かりました。 

 吉野委員。 

◆吉野恭介 委員 意見ではないんです。今、今日これを見せられて、足りないものはないかと言

われて、加嶋委員も言われましたけど、なかなか自分もちょっと漏れがあるかないかとかって

いったことが、まだ頭が整理、これだけぱっと見せられても分からないので、できれば事前に

出してほしかったなと思うわけであります。ですので、次回で、私は意見を述べさせていただ

きたいと思います。 

◆岡田信俊 委員長 岩永委員。 

◆岩永安子 委員 調査特別委員会の目的があって、その目的に照らして私たちがやってきたこと

がこういうことで、さっき言われたように、有識者会議が開かれたり、それからアンケートを

取って市民の声を聞いてきたりというようなことがあったんじゃないかと思うんです。なので、

ちょっと私も今、先ほどこういうような意見が出されてきましたと言われて、ああ、そうだっ

たかいなみたいなところがありますので、やっぱりまとめを作っていくに当たっては、委員会

の目的に照らしてまとめていかないといけんというふうに思いますし、まとめるに当たっては、

やっぱり会派で意見交換して意見を持って出るというふうにさせていただきたいと思いますの



本庁舎跡地等活用に関する調査特別委員会（第 36回）会議録（令和４年６月３日）

4 

で、今日は説明を聞かせていただいたということで、次回にまた意見を持って、皆さんと意見

交換したいというふうに思います。 

◆岡田信俊 委員長 そのほかございますでしょうか。 

 植田次長。 

○植田光一 議会事務局次長 すみません、先ほどちょっと御指摘をいただいております部分です。

有識者会議の設置とかのところでございます。ちょっと先ほどほかの委員さんからも少しまと

まったものを基にというようなお話もいただいておりますので、ちょっと手元をまとめさせて

いただいて、ちょっとまた資料のような形で一度共有をさせていただいた上でと思いますので、

ちょっとお時間をいただいて、ちょっと整理するお時間ないし、いただければと思っておると

ころでございますが。 

◆岡田信俊 委員長 上杉委員。 

◆上杉栄一 委員 一般的には、例えばたたき台を提示をして、正副委員長あるいは事務局とで最

終報告の素案というか、たたき台を提案をして、それに対する議論というのも一つはあるとい

うふうに思います。だから、今その前提としての意見を委員長のほうで広く求めているだろう

というふうに思うんだけども、さっきの意見もあったように、今日これをさっと出されて意見

を出せと言われても、なかなか意見が出づらいのかなというふうに思います。だから、改めて

この委員会を、この資料は頂いたわけだから、委員会を開催をして意見を聞いて、それでたた

き台を作るのか、あるいはたたき台を最初に提案してするのか、その辺りは正副委員長さんの

ほうで差配してもらったらいいのかなというふうに思うんだけども。私はそういうふうに思い

ます。 

◆岡田信俊 委員長 ありがとうございました。 

 先ほど次長が言われました時間をというのは、10分、20分のことじゃない話ですよね。です

から、御意見のありました、上杉委員からありました内容も含めて、もう一度資料も事前に頂

いて、次の10日でしたかね、10日にもう一度開くわけですけども、それまでに事前に頂いて、

なおかつ持ち帰って協議いただいて、また10日に皆さんの御意見を聞くということでよろしい

でしょうか。 

 吉野委員。 

◆吉野恭介 委員 やっぱり今上杉委員からもありましたように、たたき台を示してもらうと、と

っても次の議論が早いかなと思いますので、ぜひそういったもので議論をさせてもらえたらあ

りがたいかなと思います。 

◆岡田信俊 委員長 はい、了解いたしました。 

 よろしいでしょうか。そのほかございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

◆岡田信俊 委員長 事務局、よろしいですか。いいですか。 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

◆岡田信俊 委員長 それでは、そのようにさせていただきます。 

 そのほかございますでしょうか。よろしいですか。 
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（「はい」と呼ぶ者あり） 

◆岡田信俊 委員長 それでは、繰り返しませんけども、次回、６月10日午後１時30分ということ

に開催予定しておりますので、また御参集いただきたいと思います。 

 以上、本日は終わらせていただきます。ありがとうございました。 

午後2時11分 閉会 



本庁舎跡地等活用に関する調査特別委員会（第 36回） 

日 時：令和４年６月３日（金） 

午後２時から 

場 所：７階 第１委員会室 

１．協議事項 

・最終報告について 

２．その他 


